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議会を見て参加し てみませんか！議会を見て参加し てみませんか！ どなたでも
参加可能！

議会参加にはこんなことも！
【請願】
　市に対して、または市を経由して国や県に対する要望や希望を伝える方法の
一つです。
　国民に認められた憲法上（第16条）の権利の一つで、一定の要件を備えた請
願書が提出されると、議長はこれを受理して所管の委員会に付託します。また
付託された委員会では、必要に応じて執行機関の意見を求めるなど慎重に審査
し本会議に報告されます。
　請願をする場合は、地方自治法の規定のほか、紹介議員（１人又は２人）が
必要となります。

【陳情】
　市に対する要望や希望を伝えることについては請願と同じですが、陳情の場
合は委員会へ付託されず、写しを全議員に配布されるだけです。
　また、紹介議員を必要としないなど請願とは異なります。

【議会報告会】
　市民に開かれた議会を目指し、議会の活動報告や意見聴取を行うために、議
会報告会を毎年開催しています。この２年は、ショッピングセンターにてカフェ
形式で実施しています。シールアンケートや子どもも楽しめる体験コーナーな
ど、様々な世代が参加できるような報告会を行いました。

質問やご意見などがございましたら、
右の二次元コードでお問い合わせく
ださい。
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議会を見て参加し てみませんか！議会を見て参加し てみませんか！特特集集
　近江八幡市議会の本会議（定例会・臨時会）は、特別な場合を除いて、どなた
でも自由に傍聴できます。昨今の行政課題や議員がどのような活動しているか、是
非ご自身で見てください！

【市役所入って正面のエレベーターで４階へ】
足腰に自信がある方は階段で！

【傍聴席に到着！】
傍聴券裏面の注意事項を守ってくださいね

【エレベーターを降りて左に受付】
傍聴券と資料を受け取ってください

【傍聴の流れ】

本会議だけでなく、各常任
委員会や特別委員会も傍聴
することができます。

  直接議場へ来れない方は…  
【ケーブルテレビやインターネットで】
㈱ZTVのコミュニティチャンネルやYouTube
でライブ配信を行っています。見逃しても録画
放送や、YouTubeでは動画をアップしています。
市議会HP の録画映像配信ページでは、会議資
料に基づく録画映像が見られます。定例会閉会
日の約２週間後に配信します。

【書面で】
定例会や臨時会での審議については会議録として
製本し、本庁情報公開コーナー、安土町総合支所、
市内の図書館でご覧いただけます。また、会議
録検索システムを利用すれば、必要な部分だけ
を検索することができます。

※YouTube二次元コード

※会議録検索システム二次元コード

※録画映像配信ページ二次元コード
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令
和
７
年
第
１
回
（
４
月
）
市
議
会
臨
時
会
を
４
月

28
日
に
開
き
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
当
局
か
ら
専
決
処
分
の
承
認
議
案
３
件
が

上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た

後
、
専
決
処
分
の
う
ち
、
予
算
議
案
１
件
は
予
算
常
任

委
員
会
に
、
条
例
議
案
１
件
は
総
務
常
任
委
員
会
に
、

そ
の
他
議
案
１
件
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
そ
れ

ぞ
れ
付
託
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
本
会
議
再
開
後
、
各
委
員
長
か
ら
の
審
査
報
告
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案
は
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
諸
般
の
報
告
の
の
ち
、
議
長
、
副
議
長

が
辞
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
に
よ
る
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、
第
16
代
議
長
に

山
本
英
夫
議
員
が
、
副
議
長
に
南
祐
輔
議
員
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
、
各
常
任
委
員

会
の
委
員
の
一
部
変
更
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

で
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
滋
賀
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
、
小
西
は
げ
む
議
員
が
当
選
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
市
長
か
ら
人
事
議
案
１
件
「
近
江
八
幡
市

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
が
追
加
上
程
さ
れ
、
監
査
委
員
に
山
本
妙
子
議

員
を
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

　

＊�

各
委
員
会
等
の
委
員
は
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

44
月
臨
時
会
の
概
要

月
臨
時
会
の
概
要

　

去
る
４
月
28
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
１
回
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
市
議
会
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た 

山
本 

英
夫 

で
す
。

大
変
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
あ
ら
た

め
て
、
そ
の
重
責
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
近
江
八
幡
市

議
会
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
9
月
か
ら
10
月
に
は
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
2
0
2
5
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
い
よ
い
よ
年

末
に
は
新
庁
舎
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
本
市
の
新
た
な
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
の
起
点
と

な
り
象
徴
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
、
物
価
高
騰
な
ど

社
会
経
済
活
動
は
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
、

市
民
の
皆
様
は
、
日
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
不
安
を

抱
え
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
加
え
て
、
頻
発
す
る
大
規
模
地
震
や
気
候
変

動
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
へ
の
備
え
や
超
高

齢
社
会
に
伴
う
医
療
・
福
祉
の
在
り
方
、
少
子
化
対

策
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
重

　

こ
の
度
、
市
議
会
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
南 

祐

輔
で
す
。

　

今
後
は
、
議
長
の
補
佐
役

と
し
て
、
副
議
長
の
職
務
を

遂
行
す
る
と
と
も
に
、
市
政
の
推
進
と
議
会
の
公
正

か
つ
円
滑
な
運
営
に
、
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

引
き
続
き
ま
し
て
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
と
し
て
、
監
視
機
能
や
政
策
立
案
機
能
な
ど
の

向
上
に
努
め
、
市
民
に
身
近
で
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶�

山
本 

英
夫

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶�

南
　
祐
輔

要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
民
の
代
表
と
し
て
の

意
思
決
定
機
関
で
あ
り
ま
す
地
方
議
会
が
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
任
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
検
証
と
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
近
江
八

幡
市
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
の
も
と
、
開
か
れ
た
議

会
、
公
平
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
市

民
福
祉
の
向
上
と
、
市
政
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
、
市

民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
格
別
の
ご
指
導
と
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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市議会に設置されている各委員会の委員と
一部事務組合議会の議員の構成は以下のとおりです。

職　名 氏名（　◎：委員長　　○：副委員長　）

議　　長 山　本　英　夫

副 議 長 南　　　祐　輔

監査委員 山　本　妙　子

議会運営委員会
委員

◎青木　勝治　〇久郷　定彦　　間宮　泰樹　　中塚　理恵
　森原　陽子　　小西はげむ

予算常任委員会
委員

◎沖　　茂樹　〇中塚　理恵
　※委員は全議員（委員長・副委員長のみ記載）

総務常任委員会
委員

◎松村　　務　〇間宮　泰樹　　中塚　理恵　　道下　直樹
　沖　　茂樹　　玉木　弘子　　小川　広司

教育厚生常任委員会
委員

◎三上　英夫　〇森原　陽子　　青木　勝治　　山本　妙子
　南　　祐輔　　辻　　正隆　　小西はげむ

産業建設常任委員会
委員

◎藤村　健造　〇大川　恒彦　　久郷　定彦　　山元　聡子
　竹尾　耕児　　岡田　彦士

市庁舎整備等
特別委員会委員

◎小川　広司　〇道下　直樹　　久郷　定彦　　藤村　健造
　松村　　務　　山本　妙子　　南　　祐輔　　玉木　弘子
　岡田　彦士　　山本　英夫

議会改革
特別委員会委員

◎竹尾　耕児　○青木　勝治　　間宮　泰樹　　中塚　理恵
　三上　英夫　　山元　聡子　　沖　　茂樹　　大川　恒彦
　森原　陽子　　辻　　正隆　　小西はげむ

東近江行政組合
議会議員

　間宮　泰樹　　久郷　定彦　　青木　勝治　　中塚　理恵
　小西はげむ
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66
月
定
例
会
の
概
要

月
定
例
会
の
概
要

　

令
和
7
年
第
2
回
（
6
月
）
市
議
会
定

例
会
を
6
月
6
日
か
ら
6
月
27
日
ま
で
の

22
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

6
月
6
日
の
開
会
日
に
は
、
諸
般
の
報

告
と
し
て
、
議
長
報
告
の
ほ
か
、
監
査
報

告
及
び
市
長
報
告
の
後
、
市
長
提
出
議
案

と
し
て
「
令
和
7
年
度
近
江
八
幡
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）」
の
予
算
関

連
議
案
1
件
、
条
例
議
案
4
件
、
そ
の
他

議
案
5
件
、
人
事
議
案
2
件
の
合
計
12
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。「
議
第
58
号
安

土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
造
成
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
人
事
議
案
2
件
と
あ
わ
せ
て

即
日
採
決
を
行
い
、
可
決
・
同
意
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
議
案
熟
読
の
期
間
を
経
て
再

開
さ
れ
た
6
月
17
日
に
は
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
、
意
見
書
4
件
、
請
願
1
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
6
月
17
日
か
ら

3
日
間
で
個
人
質
問
を
行
い
、
18
名
の
議

員
が
議
案
質
疑
や
市
政
全
般
に
対
す
る
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
19
日
に
は
、
議
会
改
革
特
別
委

員
会
、
市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会
の
設

置
及
び
同
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
決
し
ま

し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
及
び
意
見
書
は
、
予

算
・
総
務
・
教
育
厚
生
・
産
業
建
設
の
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
後
日
開
催
し

た
各
常
任
委
員
会
で
当
局
か
ら
議
案
に
対

す
る
詳
細
な
説
明
を
求
め
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

27
日
の
閉
会
日
に
は
、
総
務
、
教
育
厚

生
及
び
産
業
建
設
常
任
委
員
長
か
ら
閉
会

中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
継
続
審
査

を
行
い
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
の

申
し
出
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

の
結
果
、
本
定
例
会
に
当
局
か
ら
提
案
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
会
第
11
号
と
請
願
第
1
号
は
可

決
し
、
そ
の
他
の
意
見
書
3
件
に
つ
い
て

は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
追
加
議
案
が
あ
り
、
市
長

提
出
議
案
と
し
て
予
算
議
案
1
件
、
人
事

議
案
2
件
及
び
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書

1
件
の
合
計
4
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。い
ず
れ
の
議
案
も
全
員
賛
成
で
可
決
・

同
意
と
な
り
ま
し
た
。

問　

自
治
会
で
は
高
齢
化
や
加
入
率

低
下
に
よ
り
、
役
員
の
担
い
手
不
足

や
環
境
美
化
作
業
の
負
担
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
除
草
作
業
に
お
い
て
、

あ
る
地
域
で
は
、
高
齢
の
男
性
が
ほ

ぼ
毎
日
一
人
で
、
広
大
な
公
園
の
草

刈
り
を
行
う
こ
と
で
、
自
治
会
で
の

除
草
作
業
が
軽
作
業
で
終
え
ら
れ
る

と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
作
業
を
持
続
可
能
性
に
す
る
た
め

に
、
防
草
シ
ー
ト
設
置
へ
の
補
助
や

業
者
委
託
へ
の
支
援
制
度
の
導
入
に

対
す
る
お
考
え
と
、
施
設
管
理
に
関

す
る
現
在
の
取
組
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

総
合
政
策
部
長
、
危
機
管
理
監

　

自
治
会
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
対
す
る
補
助
制
度
で
あ

る
「
が
ん
ば
る
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
支
援
補
助
事
業
」
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
か
ら
自
治
会
が
管
理
す

る
広
場
等
の
樹
木
の
伐
採
に
か
か
る

経
費
に
対
す
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
創

設
し
、
数
多
く
の
自
治
会
か
ら
申
請

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
防
草
シ
ー
ト
の
設
置
及
び

除
草
作
業
の
業
者
委
託
経
費
に
対
す

る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
設
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。自
治
会
活
動
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
補
助
制
度
の
見
直
し
等
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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中 

塚 

理 

恵

個人質問

自
治
会
運
営
に
つ
い
て



問　

改
修
後
は
約
14
億
5
千
万
円
の

高
額
な
工
事
費
用
に
見
合
っ
た
利
活

用
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
当
局
は
利

用
者
を
増
や
す
た
め
に
使
用
料
を
下

げ
る
考
え
で
す
が
、
私
は
大
ホ
ー
ル

の
稼
働
率
を
高
め
る
こ
と
に
尽
き
る

と
考
え
ま
す
。

　

今
や
1
0
0
0
席
で
は
興
行
主
か

ら
み
れ
ば
「
帯
に
短
し
襷
に
長
し
」

の
状
況
で
、
狭
く
障
が
い
者
対
応
に

課
題
が
あ
る
座
席
を
7
0
0
席
に
減

ら
し
、
ゆ
と
り
あ
る
座
席
に
改
修
し

て
快
適
な
鑑
賞
環
境
を
確
保
し
、
興

行
誘
致
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

頑
な
に
改
修
さ
れ
な
い
理
由
は
何

で
す
か
。

答　

総
合
政
策
部
長

　

文
化
芸
術
創
造
都
市
を
目
指
す
市

と
し
て
、
一
定
の
興
行
レ
ベ
ル
を
維

持
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
1
0
0
0
席
以
上
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
一
つ
の
基
準
と
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
現
在
の
席
数

1
1
3
0
席
を
維
持
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
年
齢
や
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
目
指
し
、

可
能
な
範
囲
で
改
修
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
文
化
芸
術
の
振

興
と
多
様
な
市
民
利
用
の
促
進
を
両

立
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　①
公
共
工
事
残
土
処
理
に
つ
い
て

　

�

地
方
公
共
団
体
で
は
、
公
共
工
事

発
注
者
の
責
務
と
し
て
建
設
発
生

土
の
適
正
処
理
を
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
市
の
公
共
事
業
に
お
け

る
残
土
処
理
の
お
考
え
と
状
況
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
分
離
発
注
に
つ
い
て

　

�「
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
の

受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
中
小
企
業
者
の
受
注
の

機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
お
考

え
と
今
日
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

答　

総
務
部
理
事

　

残
土
処
分
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自

治
体
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
今
年
度

4
月
か
ら
の
設
計
に
お
い
て
、
適
正

な
場
所
に
適
正
な
費
用
で
処
分
し
て

頂
け
る
よ
う
、
運
搬
費
に
加
え
、
残

土
処
分
費
用
を
計
上
す
る
よ
う
改
善

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
令
和

5
年
度
よ
り
市
内
業
者
の
育
成
や
受

注
機
会
の
増
加
を
目
的
に
建
築
工
事
、

電
気
設
備
工
事
、
機
械
設
備
工
事
に

区
分
し
、
分
離
発
注
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
一
方
で
、
ど
れ
か
の
工
種
が

落
札
さ
れ
な
け
れ
ば
工
期
が
延
長
さ

れ
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
工

期
や
工
事
の
性
質
、
内
容
な
ど
を
考

慮
し
、
発
注
方
法
を
判
断
し
な
が
ら
、

市
内
業
者
の
育
成
や
受
注
機
会
の
確

保
の
た
め
、
分
離
発
注
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

②
健
康
推
進
に
つ
い
て

③
情
報
公
開
と
市
民
参
画
に
つ
い
て

④
こ
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

⑤
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
つ
い
て

⑥
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
関
連
に
つ
い
て

⑦
改
修
工
事
と
設
計
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

農
業
情
勢
に
つ
い
て

②
都
市
計
画
に
お
け
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
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辻 

　 

正 

隆

個人質問

公
共
事
業
に
お
け
る

設
計
・
制
度
に
つ
い
て

育
政
会�

青 

木 

勝 

治

個人質問

今
後
の
文
化
会
館
に
つ
い
て



問　

令
和
7
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

改
正
土
地
改
良
法
に
お
い
て
、
土
地

改
良
区
や
市
町
村
な
ど
の
関
係
者
が

共
同
し
て
、
将
来
の
保
全
体
制
を
構

築
す
る
連
携
管
理
保
全
計
画
「
水
土

里
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。土
地
改
良
区
は
水
土
里
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
関
係
市
町

村
等
と
連
携
し
て
土
地
改
良
施
設
な

ど
を
保
全
す
る
連
係
管
理
保
全
事
業

が
行
え
ま
す
。
こ
の
事
業
の
実
施
は
、

本
市
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
に
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
市
の
お
考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

答　

産
業
経
済
部
長

　

水
土
里
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
土
地
改
良
区
が
関
心
を
持
た

れ
て
お
り
、
一
部
の
土
地
改
良
区
で

は
既
に
連
携
管
理
保
全
事
業
に
取
り

組
む
方
針
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
土
里
ビ
ジ
ョ
ン
に
係
る
情
報
は
、

国
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
詳
細
な
内
容
確
認
を

行
っ
た
う
え
で
、
国
や
県
と
連
携
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

地
域
協
議
会
で
の
水
土
里
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
係
る
助
言
や
意
見
交
換
会

等
、
市
と
し
て
も
各
土
地
改
良
区
に

協
力
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。     

問　

全
国
的
に
学
校
給
食
の
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
と
あ
る
市
で
は
唐

揚
げ
1
個
の
給
食
が
話
題
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
量
が
足
り
な
い
」
と
の
声
は
繰
り

返
し
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前

の
回
答
は
「
基
準
は
満
た
し
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

児
童
生
徒
・
保
護
者
の
声
が
、
教

育
委
員
会
に
届
い
て
い
な
い
の
で
は

と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
把
握
と
、
量
の
見
直
し
・

改
善
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
長

　

給
食
の
量
に
つ
い
て
は
、
各
校
が

行
っ
て
い
る
検
食
の
記
録
や
、
栄
養

教
諭
に
よ
る
給
食
時
間
の
訪
問
、
献

立
検
討
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
な
ど

で
把
握
を
し
て
い
ま
す
。
報
告
内
容

で
は
「
1
食
分
と
し
て
量
は
適
切
で

あ
る
」
こ
と
や
「
量
の
不
足
で
は
な
く
、

配
缶
さ
れ
た
量
を
し
っ
か
り
配
り
切

り
、個
々
に
応
じ
た
必
要
な
量
を
し
っ

か
り
食
べ
て
も
ら
う
」
こ
と
に
現
場

で
は
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
本
市
で
は
、
学
校
給
食
実
施
基

準
等
に
基
づ
い
た
量
を
提
供
す
る
こ

と
を
大
前
提
と
し
、
児
童
生
徒
個
々

に
よ
り
食
べ
ら
れ
る
量
や
好
き
嫌
い

も
違
う
こ
と
か
ら
、
十
分
に
配
慮
し

た
給
食
指
導
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

二
地
域
居
住
に
つ
い
て

②
コ
ロ
ナ
騒
動
の
総
括
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

技
術
職
員
確
保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

に
つ
い
て

②
滋
賀
県
土
地
改
良
事
業
に
関
し
て

③
農
道
の
補
修
に
つ
い
て

【承水溝】

8

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

政
翔
会�

小 

川 

広 

司

個人質問

水
土
里（
み
ど
り
）ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

創
政
会�

道 

下 

直 

樹

個人質問

少
子
化
対
策
・
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
実
現
に
向
け
て



問　

今
年
度
か
ら
市
内
小
学
校
の
高

学
年
等
で
、
教
科
担
任
制
の
取
組
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
中

規
模
校
高
学
年
の
取
組
を
例
に
挙
げ
、

学
級
担
任
同
士
の
授
業
交
換
や
専
科

教
員
の
担
当
授
業
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
教
科
等
を
示
し

て
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
取
組
を
通
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
さ
れ
ま
す

か
。
さ
ら
に
、
教
員
の
働
き
方
改
革

に
ど
う
つ
な
げ
て
い
か
れ
ま
す
か
、

伺
い
ま
す
。

答　

教
育
長

　

実
践
事
例
で
は
、
高
学
年
に
お
い

て
担
当
教
科
は
2
〜
3
教
科
と
し
、

教
員
の
専
門
性
や
得
意
教
科
を
考
慮

し
な
が
ら
配
置
し
て
い
る
と
と
も
に
、

同
じ
教
員
が
複
数
の
ク
ラ
ス
で
授
業

を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
授

業
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
年
に
関
わ
る
教
員
全
員
で
児

童
を
見
て
情
報
を
共
有
し
、
生
徒
指

導
や
教
育
相
談
に
複
数
で
あ
た
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
負
担
軽
減
の
効
果
等
に
つ

い
て
は
、
担
当
教
科
数
が
減
る
こ
と

で
授
業
外
の
時
間
が
増
え
、
教
材
研

究
や
事
務
処
理
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
児
童
や
教
員
の
状
況
に
応
じ
、

緩
や
か
に
、
滑
ら
か
に
、
教
科
担
任

制
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

問　

近
年
で
は
、
ど
こ
の
就
学
前
施

設
で
も
園
児
の
送
迎
は
自
動
車
に
よ

る
通
園
が
主
流
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
施
設
開
園
す
る
に
あ
た
り
、

自
動
車
で
の
多
く
の
送
迎
が
想
定
さ

れ
る
中
、
施
設
南
側
国
道
4
7
7
号

交
差
点
の
車
輌
通
行
が
短
時
間
の
間

で
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
交
差
点
は
通
勤
車
輌
、
小
学
校

の
通
学
路
で
朝
の
時
間
帯
に
は
多
く

の
利
用
で
混
雑
し
危
険
な
所
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
開
園
を
さ
れ
る
に

あ
た
り
自
動
車
に
よ
る
園
児
の
送
迎

道
路
計
画
、
施
設
へ
の
車
両
の
出
入

口
計
画
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　

子
ど
も
健
康
部
長

　

北
里
く
じ
ら
こ
ど
も
園
へ
の
園
児

送
迎
時
の
車
両
の
出
入
り
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
園
の
前
側
道
路
か
ら
施

設
へ
左
折
で
進
入
し
、
施
設
か
ら
道

路
に
出
る
際
も
左
折
に
て
出
る
こ
と

で
、
園
児
送
迎
車
両
の
す
れ
違
い
を

な
く
し
、
車
の
滞
留
も
緩
和
で
き
る

こ
と
か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
が

図
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
送
迎
時

の
車
両
通
行
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

運
営
法
人
と
調
整
し
な
が
ら
、
保
護

者
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
係
る
八
幡

西
中
学
校
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

②
市
道
中
小
森
緑
町
線
の
拡
幅
舗
装
に
つ
い
て

9
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政
翔
会�

久 

郷 

定 

彦

個人質問

北
里
学
区
認
定
こ
ど
も
園

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

創
政
会�

三 

上 

英 

夫

個人質問

小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制

推
進
事
業
に
つ
い
て



問　

他
市
町
は
民
間
の
力
を
活
用
し

な
が
ら
も
人
権
セ
ン
タ
ー
を
し
っ
か

り
と
配
置
し
、
市
の
主
体
的
な
役
割

を
果
た
し
、
ま
た
市
民
の
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に

は
人
権
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
セ
ン
な
ど
の
学
区
任
せ
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
他
市
と
同
等
の
こ
と

が
で
き
る
か
、
な
ど
啓
発
す
る
力
が

弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
る
市
民
も
い
ま
す
。
人
権
問
題

解
決
へ
の
参
画
に
は
市
民
の
力
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
人
権
セ

ン
タ
ー
閉
鎖
後
の
民
間
の
取
組
を
把

握
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

答　

市
民
部
長

　

各
学
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

も
と
よ
り
、
各
団
体
か
ら
の
機
関
紙

等
で
の
情
報
提
供
や
連
絡
調
整
、
人

権
研
修
の
機
会
を
通
じ
て
、
活
動
内

容
や
実
績
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
、人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

人
権
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
後
の
居
場
所
の

提
供
や
学
習
支
援
と
い
っ
た
様
々
な

活
動
を
通
し
て
人
権
啓
発
活
動
を
継

続
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
民
間
団
体
に
よ
る
自
主
的
・
積

極
的
な
人
権
啓
発
活
動
や
差
別
解
消

の
た
め
の
活
動
は
、
公
平
公
正
な
社

会
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、

今
後
と
も
こ
れ
ら
団
体
と
の
連
携
強

化
や
支
援
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

人
権
尊
重
社
会
実
現
へ
の
道
筋
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

滋
賀
県
で
は
昨
年
、
滋
賀
地
域

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
理
想
的
な
地
域
交
通
の

実
現
に
は
年
間
1
2
7
億
円
の
費
用

が
か
か
る
と
の
試
算
や
、
新
た
な
県

民
負
担
の
可
能
性
な
ど
に
、
未
確
定

で
す
が
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

も
し
交
通
税
が
課
さ
れ
る
な
ら
、

そ
れ
は
県
議
会
の
賛
成
の
み
で
作

れ
る
の
か

②�

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
本
市
は
、
車
か

ら
地
域
交
通
へ
の
転
換
を
促
す
地

域
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
地
域
交

通
や
都
市
計
画
の
方
針
と
整
合
性

は
と
れ
る
の
か
、
以
上
お
聞
き
し

ま
す
。

答　

①
総
務
部
長　

②
市
長

①�
超
過
課
税
と
し
て
県
民
税
に
上
乗

せ
さ
れ
る
場
合
は
、
滋
賀
県
が
条

例
案
を
作
成
し
、
次
に
滋
賀
県
議

会
で
の
審
議
・
可
決
に
よ
り
、
条

例
の
成
立
と
な
り
ま
す
。

②�

滋
賀
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
滋

賀
県
が
県
民
や
市
町
の
意
見
を
聞

き
取
り
な
が
ら
令
和
６
年
3
月
に

策
定
し
た
計
画
で
、
県
域
を
４
つ

に
地
域
分
類
し
て
、
2
0
4
0
年

代
を
見
据
え
た
「
滋
賀
県
が
目
指

す
地
域
交
通
の
姿
」
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
具
体
的
に
進
め
て
行
く
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
な
る
滋
賀

地
域
交
通
計
画
の
策
定
が
、
本
市

を
は
じ
め
各
市
町
の
地
域
公
共
交

通
計
画
と
も
整
合
を
図
り
な
が
ら

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

地
震
に
対
す
る
本
市
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

子
ど
も
若
者
育
成
支
援
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
業
務
委
託
に
つ
い
て
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チ
ー
ム
は
ち
ま
ん�

竹 

尾 

耕 

児

個人質問

人
権
啓
発
活
動
と

そ
の
拠
点
に
つ
い
て

創
政
会�

南 

　 

祐 

輔

個人質問

交
通
税
に
つ
い
て



問　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
寝
台
列
車

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風

（
み
ず
か
ぜ
）」
が
、
来
年
春
か
ら
琵

琶
湖
を
め
ぐ
る
新
し
い
コ
ー
ス
を
運

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
近
江
八
幡
駅

で
下
車
し
て
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
館
や

近
江
八
幡
の
町
並
み
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
で
本
市
へ
の
ど
の
よ
う
な
波
及

効
果
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

答　

総
合
政
策
部
長

　
「
瑞
風
」
は
、
移
動
そ
の
も
の
を
特

別
な
体
験
へ
と
昇
華
さ
せ
た
日
本
が

誇
る
豪
華
寝
台
列
車
で
あ
り
、
平
成

29
年
の
運
行
開
始
以
降
、
8
年
間
に

1
万
4
千
人
と
い
う
多
く
の
皆
さ
ま

に
感
動
を
届
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
特
別
な
列
車
が
本
市
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大

変
な
名
誉
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
を

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
瑞
風
」

の
お
客
様
が
近
江
八
幡
駅
で
下
車
さ

れ
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
群
や
八
幡
堀

周
辺
を
散
策
い
た
だ
く
こ
と
で
、
歴

史
的
・
文
化
的
魅
力
が
国
内
外
に
広

く
発
信
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
誘
致

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

問　

造
成
工
事
の
契
約
議
案

22
億
7
6
9
5
万
9
3
0
0
円
が
初

日
に
可
決
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
に

示
さ
れ
た
造
成
工
事
費
の
27
％
（
約

4
億
6
千
万
円
）
の
増
額
で
す
。
地

盤
の
状
況
や
資
材
費
等
の
高
騰
で
さ

ら
に
増
額
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。
3
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①�

建
設
資
材
等
の
物
価
上
昇
に
よ
る

事
業
費
の
増
額
の
見
通
し
と
市
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

②�

軟
弱
地
盤
・
液
状
化
等
地
盤
解
析

の
結
果
に
つ
い
て

③�

通
学
路
の
安
全
対
策
を
決
定
さ
れ

る
ま
で
の
協
議
内
容
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

答　

市
長
、
教
育
部
長

①�

近
年
の
物
価
等
上
昇
か
ら
増
額
は

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
財
源
確
保
が
重

要
で
あ
り
、
国
庫
補
助
金
や
交
付

税
措
置
の
有
利
な
市
債
を
最
大
限

に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②�

洪
積
層
は
建
築
に
必
要
な
杭
基
礎

を
支
持
で
き
る
地
層
で
あ
る
と
解

析
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
盤
液

状
化
指
数
の
評
価
で
は
、
液
状
化

の
危
険
性
が
「
極
め
て
低
い
」
も

し
く
は
「
低
い
」
と
判
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

③�

保
護
者
説
明
会
で
は
通
学
路
原
案

の
危
険
個
所
、
安
全
対
策
例
を
説

明
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
学
校
運

営
協
議
会
へ
報
告
し
、
通
学
路
を

決
定
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
９

月
に
は
、
県
、
警
察
署
等
と
合
同

点
検
を
行
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
予
算
審
議
と

制
度
改
正
の
対
応
に
つ
い
て

②�

新
庁
舎
の
窓
口
業
務
と
敷
地
内
禁
煙
に
つ

い
て

③�

エ
ア
コ
ン
の
な
い
生
活
保
護
世
帯
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

④�

安
土
町
合
併
浄
化
槽
面
的
整
備
の
当
初
か

ら
現
在
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

【水路にはまった重機】

【瑞風】出典：西日本旅客鉄道㈱ HPより
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日
本
共
産
党�

玉 

木 

弘 

子

個人質問

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

整
備
事
業
に
つ
い
て

政
翔
会�

沖 

　 

茂 

樹

個人質問

近
江
八
幡
市
の

観
光
振
興
に
つ
い
て



問　

昨
今
、
山
林
火
災
が
多
く
発
生

し
て
お
り
、
近
江
八
幡
市
で
は
平
成

13
年
5
月
に
繖
山
の
山
林
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
て

い
る
地
域
で
あ
り
、
山
林
大
規
模
火

災
が
起
こ
っ
た
時
、
火
災
に
お
け
る

消
火
対
応
や
体
制
及
び
関
係
機
関
な

ど
と
の
連
携
は
機
能
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
山
林
大
規
模
火
災
が
い

つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
山
林
大
規

模
火
災
時
に
お
け
る
対
応
・
体
制
等

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

市
長

　

本
市
地
域
防
災
計
画
に
明
記
し
て

い
る
と
お
り
、
林
野
火
災
と
し
て
、

広
範
囲
に
わ
た
る
林
野
の
焼
失
、
民

家
へ
の
延
焼
等
が
発
生
し
、
ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
直
ち

に
事
故
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害

救
助
法
の
適
用
を
必
要
と
す
る
程
度

の
被
害
が
生
じ
た
時
は
、
直
ち
に
災

害
対
策
本
部
に
切
り
替
え
ま
す
。

　

対
策
本
部
に
お
い
て
、
火
災
の
発

生
状
況
、
人
的
被
害
の
状
況
、
林
野

の
被
害
状
況
等
の
情
報
を
収
集
し
、

避
難
所
の
開
設
や
避
難
指
示
の
発
令
、

知
事
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
要
請
等
、

必
要
な
対
策
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

問　

西
の
湖
は
、
一
部
豊
浦
港
の
み

市
が
管
理
し
て
い
て
そ
れ
以
外
は
県

の
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
市

の
対
応
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①�

水
質
改
善
、
ア
オ
コ
対
策
に
つ
い

て
②�

放
置
船
、放
置
杭
整
備（
法
的
措
置
・

撤
去
率
）
及
び
湖
岸
整
備
（
豊
浦

港
か
ら
江
の
島
に
か
け
て
の
湖
岸
、

桟
橋
・
舞
台
の
撤
去
、
艇
庫
の
状

況
な
ど
）
に
つ
い
て

③�

活
性
化
（
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
・
感
動
体
験
10
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
つ
い
て

④�

不
法
投
棄
・
漂
着
す
る
ご
み
対
策

（
パ
ト
ロ
ー
ル
回
数
・
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
な
ど
）
に
つ
い
て

答　

総
合
政
策
部
長
、
市
民
部
長
、

　
　

安
土
町
総
合
支
所
長

①�
西
の
湖
の
管
理
者
は
滋
賀
県
で
あ

り
、
令
和
4
年
度
か
ら
環
境
省
と

連
携
し
て
施
策
を
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
大
き
な
改
善
は
見
ら

れ
な
い
た
め
、
抜
本
的
な
対
策
を

講
じ
る
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

②�

所
有
者
不
明
の
船
舶
及
び
杭
は
、

県
と
連
携
し
撤
去
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
含
め
た
景
観
上
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
県
や
地
元
住

民
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

③�

様
々
な
視
点
を
持
っ
て
課
題
解
決

に
向
け
た
取
組
を
進
め
、
必
要
な

補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
取
組

の
効
果
の
1
つ
と
し
て
、
西
の
湖

自
然
ふ
れ
あ
い
施
設
で
の
各
種
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
野
外
体
験

や
居
場
所
づ
く
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

④�

パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和

6
年
度
に
は
15
回
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、

滋
賀
県
で
は
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
盗
難
時
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

来
年
迎
え
る
安
土
城
築
城
450
年
に
つ
い
て

②�

特
別
史
跡
安
土
城
跡
の
舟
入
れ
港
と
さ
れ
る

藤
兵
衛
の
浜
の
説
明
看
板
設
置
に
つ
い
て

③
忘
れ
ら
れ
た
看
板
に
つ
い
て
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創
政
会�

藤 

村 

健 

造

個人質問

山
林
火
災
時
に
お
け
る

対
応
・
体
制
等
に
つ
い
て

創
政
会�

岡 

田 

彦 

士

個人質問

西
の
湖
及
び
湖
岸
の

環
境
整
備
に
つ
い
て



問　

コ
メ
の
価
格
は
昨
年
の
約
2
倍

に
値
上
が
り
し
、
市
民
生
活
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

①�

学
校
給
食
分
は
確
保
で
き
て
い
ま

す
か
。
給
食
費
の
保
護
者
負
担
の

据
え
置
き
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②�

就
学
前
施
設
、
障
が
い
児
者
施
設
、

高
齢
者
施
設
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
へ

の
影
響
を
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③�

児
童
生
徒
は
、
夏
休
み
の
約
40
日

間
は
給
食
が
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ

ナ
禍
の
時
に
は
18
歳
以
下
一
人
一

律
1
万
円
の
支
援
実
施
さ
れ
、
市

民
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
も
同

様
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
。

答　

①
教
育
部
長

　
　

②
福
祉
保
険
部
理
事

　
　

③
総
合
政
策
部
長

①�

今
年
度
分
に
つ
い
て
は
半
年
契
約

に
よ
り
9
月
分
ま
で
確
保
で
き
て

お
り
、
10
月
分
以
降
も
現
在
の
と

こ
ろ
確
保
は
可
能
と
の
返
答
を
頂

い
て
い
ま
す
。
給
食
費
の
保
護
者

負
担
分
に
つ
い
て
は
据
え
置
き
を

継
続
し
ま
す
。

②�

施
設
へ
の
訪
問
等
を
通
じ
て
把
握

に
努
め
て
お
り
、
一
部
利
用
者
の

食
費
や
給
食
費
を
値
上
げ
し
た
施

設
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
者
や
農

家
等
か
ら
コ
メ
の
調
達
は
で
き
て

い
る
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

③�
国
に
お
い
て
重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
増
額
が
措
置
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
市
民
に
と
っ
て
即
効
性
が
あ

り
、
で
き
る
限
り
有
益
と
な
る
よ

う
な
支
援
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

市
長
に
問
う

②
北
里
子
ど
も
園
に
つ
い
て

③
西
中
学
校
の
プ
ー
ル
解
体
に
つ
い
て

④
小
中
学
校
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

⑤�

あ
か
こ
ん
バ
ス
運
転
手
の
労
働
条
件
の
改

善
に
つ
い
て

問　

5
㎞
程
度
の
近
距
離
移
動
を
マ

イ
カ
ー
に
頼
ら
ず
自
転
車
移
動
す
る

こ
と
は
、
健
康
増
進
や
交
通
弱
者
対

策
に
有
効
で
す
。「
自
転
車
の
ま
ち
宣

言
」
を
し
て
、
安
全
に
通
行
で
き
る

ル
ー
ト
の
選
定
、
路
面
表
示
な
ど
の

積
極
的
な
推
進
や
自
転
車
利
用
促
進

の
施
策
を
展
開
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
近
江
八
幡
駅
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
本
市
の
観
光
振
興
が
逆
行
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

市
長

　

自
転
車
の
利
用
促
進
は
、
交
通
混

雑
の
緩
和
や
環
境
負
荷
の
低
減
等
の

幅
広
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
駐

輪
場
の
整
備
も
含
め
、
財
源
確
保
や

関
係
機
関
と
の
連
携
、
ま
た
、
道
路

事
情
等
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
全
体
の
計
画
と
し
て
十
分
検
討
を

重
ね
な
が
ら
、
健
康
で
楽
し
く
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

運
営
体
制
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
一
旦
事
業
所
を
閉
鎖
さ
れ
ま
す

が
、
新
た
な
形
で
事
業
を
継
続
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
と
の
話
で
し
た
。
本

市
と
し
て
は
、
運
営
事
業
者
と
継
続

的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
引
き
続
き

状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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【八王子市路面標示】

日
本
共
産
党�

森 

原 

陽 

子

個人質問

コ
メ
及
び
物
価
の
高
騰
へ
の

対
策
に
つ
い
て

育
政
会�

松 

村 

　 

務

個人質問

自
転
車
の
ま
ち
近
江
八
幡
の

実
現
に
向
け
て



問　

依
然
と
し
て
住
ま
い
に
困
っ
て

い
る
方
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
営
住
宅
の
空
き
住
戸
は
多
数
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
名
義
の
み
で
実
態
の

な
い
実
質
入
居
率
は
62
％
、
入
居
可

能
な
住
戸
は
80
戸
程
度
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

①�

市
営
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作

成
時
期

②
民
間
活
力
の
活
用

③�

中
間
所
得
者
層
・
低
年
金
者
・
生
活

保
護
制
度
の
兼
ね
合
い
等
の
対
応

④�

市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

⑤
風
呂
釜
未
設
置
の
改
善

⑥�

今
後
の
見
通
し
と
具
体
的
な
方
向
性

答　

市
長

①
本
年
10
月
頃
公
表
予
定
で
す
。

②�

空
き
家
は
、
新
規
入
居
募
集
用
だ

け
で
な
く
、
住
み
替
え
用
と
し
て

確
保
す
る
た
め
、
民
間
活
力
に
よ

る
空
き
家
改
修
の
活
用
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

③�

住
宅
確
保
に
困
窮
す
る
人
に
は
、

本
市
も
設
置
を
検
討
す
る
居
住
支

援
協
議
会
で
居
住
支
援
や
多
様
な

課
題
の
解
決
を
進
め
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。

④�

新
た
な
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

市
営
住
宅
必
要
戸
数
の
確
保
の
た

め
改
修
工
事
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑤�

建
設
当
時
の
整
備
基
準
で
建
設
さ

れ
た
中
低
層
団
地
で
は
、
入
居
者

負
担
の
設
置
と
な
っ
て
お
り
、
公

平
性
か
ら
対
応
の
変
更
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

⑥�

住
宅
政
策
全
般
を
対
象
と
す
る
近

江
八
幡
市
住
生
活
基
本
計
画
の
策

定
お
よ
び
住
宅
施
策
の
総
合
的
な

管
理
・
執
行
体
制
の
構
築
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

問　

近
江
八
幡
市
学
校
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
は
、
学
校
施
設
を
総
合
的

観
点
で
捉
え
、
長
寿
命
化
で
き
る
も

の
は
長
寿
命
化
し
、
適
正
に
改
修
・

建
替
え
を
す
る
と
と
も
に
教
育
環
境

の
質
的
改
善
も
考
慮
し
な
が
ら
優
先

順
位
を
設
定
し
、
コ
ス
ト
の
縮
減
と

財
政
支
出
の
平
準
化
を
図
る
た
め
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
４
点
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

①
計
画
的
維
持
管
理
に
つ
い
て

②
長
寿
命
化
改
修
に
つ
い
て

③
財
政
的
な
制
約
に
つ
い
て

④�

当
計
画
の
評
価
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て

答　

教
育
部
長

①�
計
画
的
な
維
持
管
理
体
制
に
つ
い

て
は
、
雨
漏
れ
を
は
じ
め
、
空
調

機
器
や
建
物
の
不
具
合
等
が
あ
れ

ば
、
学
校
か
ら
連
絡
を
受
け
、
修

繕
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②�

整
備
方
法
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
に
合
わ

せ
継
続
し
て
取
組
み
ま
す
。

③�

計
画
に
基
づ
き
事
業
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
必
要
な
予
算
措
置
を
適

切
に
講
じ
て
い
き
ま
す
。

④�

当
計
画
の
評
価
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
及
び
個
別
施
設
計
画
と
の

整
合
を
図
る
中
で
、
学
校
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
に
向
け

た
検
討
を
進
め
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

「
小
1
の
壁
」
に
つ
い
て

②
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

③
安
全
安
心
な
安
土
駅
を
め
ざ
し
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

安
土
文
芸
の
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に

つ
い
て

【老蘇小学校の天井】

市営住宅の枠組みとは別に 

市居住支援協議会の設置を！ 
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公
明
党�

山 

本 

妙 

子

個人質問

市
営
住
宅
に
つ
い
て

創
政
会�

間 

宮 

泰 

樹

個人質問

学
校
施
設
の長

寿
命
化
に
つ
い
て



問　

今
年
度
の
当
初
予
算
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
事
業
の
予
算

計
上
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
6
年

度
は
、今
回
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
を
す
る
た
め
の
実
施
計
画
の

つ
く
り
込
み
に
つ
い
て
市
民
や
地
域

の
有
機
農
業
者
等
の
意
見
聴
取
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
、
検
討
協
議
会
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
矢
継
ぎ
早
に
有
機
農

業
実
施
計
画
が
進
ん
だ
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
お
米
不
足
や
物
価
高
と
い
う

現
状
の
外
的
要
因
も
含
め
、
計
画
の

見
直
し
を
さ
れ
る
の
か
、
改
め
て
計

画
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

市
長

　

近
江
八
幡
市
有
機
農
業
実
施
計
画

は
、
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体
、
農

業
関
係
者
等
か
ら
な
る
有
機
農
業
産

地
づ
く
り
検
討
会
や
、
生
産
者
や
消

費
者
等
の
有
機
農
業
に
関
心
の
あ
る

方
に
参
加
い
た
だ
い
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
座
談
会
で
の
意
見
を
ふ

ま
え
て
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

米
不
足
等
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
あ
る

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
、
検
討
会
や
座
談
会
の

開
催
に
加
え
て
、
生
産
者
へ
の
実
態

調
査
等
に
よ
り
、
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
ふ
ま
え
、
着
実
な
事
業
推
進
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

本
市
の
交
通
政
策
に
つ
い
て

②
本
市
の
文
化
振
興
に
つ
い
て

予
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
沖
　
茂
樹

　

予
算
常
任
委
員
会
は
6
月
20
日
及

び
27
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、『
議
第

53
号　

令
和
7
年
度
近
江
八
幡
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）』『
議

第
65
号　

令
和
7
年
度
近
江
八
幡
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）』
の

2
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
議
第
53
号
及
び
議
第
65

号
は
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　
『
議
第
65
号　

令
和
7
年
度
近
江
八

幡
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）』

に
つ
い
て
、
家
計
応
援
商
品
券
配
布

事
業
は
、
登
録
事
業
者
に
は
市
へ
の

登
録
申
込
み
や
チ
ケ
ッ
ト
換
金
な
ど

の
手
続
に
負
担
が
掛
か
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
今
後
、
登
録
事
業
者
へ

の
支
援
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
松
村
　
務

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
6
月
定
例

会
で
付
託
さ
れ
た
諸
案
件
を
審
査
す

る
た
め
、
6
月
23
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
当
局
に
対
し
詳
細
な
説
明
を

求
め
、
ま
た
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

提
出
議
員
に
対
し
説
明
を
求
め
、
議

案
質
疑
な
ど
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

〇
6
月
23
日

　

条
例
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
54
号
、

議
第
55
号
の
2
件
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、
議

第
59
号
、
議
第
61
号
の
2
件
は
全
員
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凛
成
会�

山 

元 

聡 

子

個人質問

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を

受
け
て
の
取
組
に
つ
い
て



賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
に
つ

い
て
、
会
第
12
号
、
会
第
13
号
、
会

第
14
号
の
意
見
書
3
件
は
、
賛
成
少

数
で
原
案
を
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
、
請
願

第
1
号
の
1
件
は
、
可
否
同
数
に
よ

り
委
員
長
裁
決
に
お
い
て
賛
成
多
数

で
原
案
を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

議
第
59
号
に
つ
い
て
、「
工
事
請
負

契
約
に
お
け
る
変
更
に
つ
い
て
は
、

設
計
段
階
で
の
内
部
体
制
の
強
化
や

契
約
金
額
に
よ
っ
て
一
定
割
合
以
下

で
あ
っ
て
も
増
減
額
が
高
額
と
な
る

場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
請
負

の
変
更
に
係
る
規
定
等
を
定
め
本
市

の
基
準
を
明
確
に
し
て
い
く
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
三
上
　
英
夫

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
6
月

定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
諸
案

件
を
審
査
す
る
た
め
、
6
月
23
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
当
局
に

対
し
詳
細
な
説
明
を
求
め
、
議
案
審

議
な
ど
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

〇
6
月
23
日

条
例
議
案
に
つ
い
て
、「
議
第
56
号　

、

議
第
57
号
の
2
件
は
全
員
賛
成
で
原

案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、
第
60
号
、

議
第
62
号
の
2
件
は
全
員
賛
成
で
原

案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。産

業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
藤
村
　
健
造

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
6
月

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
諸
案
件
を
審

査
す
る
た
め
、
開
会
日
の
6
月
6
日

及
び
6
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

当
局
に
対
し
詳
細
な
説
明
を
求
め
、

議
案
質
疑
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

〇
6
月
6
日

　

そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
58

号
は
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
6
月
25
日

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
会
第

11
号
は
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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　特別委員会は、必要がある場合において議会の議決で設置されます。地方分権が進むなか、二

元代表制のもと地方議会の果たす役割は重要性を増しており、議会活動の充実・強化を図るため

に、議会改革特別委員会が設置されました。

　以前より、議会改革推進委員会が設置されていましたが、議会改革に向けた取り組みをさらに

進めるため、特別委員会となりました。

　議会改革に関する調査研究として、議会基本条例の趣旨に基づいた議会運営が行われているの

か検討及び議会機能の強化、議員のコンプライアンス意識の向上とハラスメントの防止などを

行ってまいります。

【議会改革特別委員会の設置について】

　庁舎建設について、調査、研究を行うため、4月18日にイトーキ滋賀工場（近江八幡市上田町）
を見学させていただきました。
　はじめに、イトーキ滋賀工場の概要説明を受け、その後、滋賀工場で製造されているチェア
工場やキャビネット工場の現場を見学したほか、実際に働いておられる従業員の皆様のオフィ
スを見学しました。各オフィスに整備された休憩室や、従業員が働きやすいように設けられて
いるフリーアドレスやウィークリーアドレスなどの光景はオフィス改革の観点からも大変参考
になりました。
　また、見学を通じて実際に新庁舎に新調されるチェアやキャビネットを確認することができ
ました。

　委員からは、実際に納品されるオフィス家具や、従業
員の働き方に対する工夫についてなど様々な質疑がなさ
れました。
　今回の見学を生かし、本市にとってよりよい庁舎とな
るよう、今後もさらなる調査・検討を重ねていきます。

市庁舎整備等特別委員会 活動報告市庁舎整備等特別委員会 活動報告  令和７年４月18日令和７年４月18日
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令和７年５月22日
「厚生年金への地方議会議員の加入について」
講師：全国市議会議長会　政務第一部　千葉　栄樹　氏
　地方議会議員に立候補しやすい環境をつくるため、「厚生年金への地方議会議員の加入を求め
る意見書」が多くの地方議会で可決されており、当市議会でも検討を行うにあたり、学習会を
開催しました。全国市議会議長会より講師を招き、経過や概要
を学びました。
　また、この研修は、タブレットを活用したZoom（ズーム）
でのオンライン研修として実施しました。

令和７年６月10日
「ハラスメント防止」
講師：一般社団法人公務員研修協会　代表理事　高嶋　直人　氏
　市職員を対象としたハラスメントのアンケート調査結果の報告を契機とし、ハラスメントに
関する理解を深めるため研修を実施しました。ハラスメントの基本的な知識や発生要因、対応
策に加えて、全国地方議会の動きについてもお話しいただきました。今後の当市議会でのハラ
スメント防止に向けた取組に活かしてまいります。

近江八幡市議会議員研修を開催しました近江八幡市議会議員研修を開催しました

会　派　名 創政会
（８名）

政翔会
（４名）

育政会
（２名）

公明党
（２名）

日本共産党
（２名）

チームはちまん
（１名）

ひむれクラブ
（１名）

凛成会
（１名）

会派代表者 小西はげむ 沖　　茂樹 松村　　務 山本　妙子 森原　陽子 竹尾　耕児 山本　英夫 山元　聡子

経理責任者 三上　英夫 久郷　定彦 青木　勝治 中塚　理恵 玉木　弘子 竹尾　耕児 山本　英夫 山元　聡子

交付決定額 1,920,000 960,000 480,000 480,000 480,000 240,000 240,000 240,000

収入合計額 ① 1,920,190 960,285 480,157 480,049 480,100 240,073 240,053 240,063

調査研究費 1,246,593 508,019 91,520 61,580

研　修　費 395,134

広　報　費 648,017 376,402 197,900

広　聴　費

要請・陳情活動費 25,580 24,640 85,929

会　議　費

資料作成費 14,909 10,960

資料購入費 257,871 4,380 4,380

人　件　費

事 務 所 費

支出合計額 ② 1,920,190 532,659 358,709 406,094 376,402 91,520 65,960 202,280

返還額（①－②） 0 427,626 121,448 73,955 103,698 148,553 174,093 37,783

収入合計額　①	 ： 交付額に預託利息等が発生した場合は、当該①に含めています。
返還額（①－②）	： 収入合計額①よりも支出合計額②が大きい場合は、返還額はありません。（差額は自己負担）
　※�各会派所属議員数は、年度内に会派異動による人数の増減が生じた会派についても、令和 7 年 3 月 31 日現在での人数を記載しています。そのため、所属

人数が同数の会派でも会派異動の時期及び人数によって交付額は異なります。また、各会派の所属議員は、ホームページの市議会議員名簿に掲載しています。

令和 6 年度（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月）　政務活動費収支報告
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　新年度が始まり、最初の定例会を終えました。各常任委員会は４月臨
時会で改選が行われ、新たな視点と意欲を持って審議に臨んでいただい

たことと思います。
　広報広聴委員会でも委員の変更があり、市民の皆さまに議会や市政に関心を持っていた
だけるように、読みやすく分かりやすい紙面をつくり、また、魅力ある議会報告会の開催
が実施できるよう努めてまいります。
　開かれた議会を目指し、皆さまのご意見を大切にし、より良いまちづくりに向けて議論
を重ねてまいりますので、引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。
� （広報広聴委員長　南　祐輔）

編 集 後 記

＜広報広聴委員会＞
広報広聴委員会では、議会だより分科会と議会
報告会分科会に分かれ、議会だよりの作成と議
会報告会の企画運営等を行っています。

◎南　　祐輔 〇山本　妙子

　松村　　務 　三上　英夫 山元　聡子

　沖　　茂樹 　森原　陽子 竹尾　耕児

【全国市議会議長会からの表彰状の伝達式が行われました】

　第101回全国市議会議長会定期総会において、長きにわたり議員活動を行い、また、市政の発
展に努められたこと等により、全国市議会議長会から議員４名が表彰されました。
　６月定例会開会日の冒頭に、議場にて表彰状と記念品の伝達が行われました。

⃝特別表彰議員30年以上⃝特別表彰議員30年以上
　　山本　英夫　議員

⃝一般表彰議員10年以上⃝一般表彰議員10年以上
　　竹尾　耕児　議員
　　辻　　正隆　議員
　　岡田　彦士　議員
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全員一致で承認・可決・同意・採択した議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会
　４月市議会臨時会
◇　予　　　算

議第49号 専決処分の承認を求めることについて
令和６年度近江八幡市一般会計補正予算（第13号） 予算

◇　条　　　例

議第50号
専決処分の承認を求めることについて
⑴近江八幡市税条例の一部を改正する条例の制定について
⑵近江八幡市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について
⑶近江八幡市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

総務

◇　そ　の　他

議第51号 専決処分の承認を求めることについて
財産を取得することにつき承認を求めることについて 産業建設

◇　人　　　事
議第52号 近江八幡市監査委員の選任につき同意を求めることについて 省略

　６月市議会定例会
◇　予　　　算
議第53号 令和７年度近江八幡市一般会計補正予算（第２号） 予算
議第65号 令和７年度近江八幡市一般会計補正予算（第３号） 予算

◇　条　　　例
議第54号 近江八幡市税条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第55号 近江八幡市使用料条例及び近江八幡市文化会館条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第56号 近江八幡市市民共生センター条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生
議第57号 近江八幡市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

◇　そ　の　他
議第59号 文化会館改修工事請負契約の変更につき議決を求めることについて 総務
議第60号 公私連携幼保連携型認定こども園改修工事（２期工事）請負契約の変更につき議決を求めることについて 教育厚生
議第61号 財産を取得することにつき議決を求めることについて 総務
議第62号 訴訟の提起につき議決を求めることについて 教育厚生

◇　人　　　事
議第52号 近江八幡市監査委員の選任につき同意を求めることについて 省略
議第63号 野村財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略
議第64号 江頭財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略
議第66号 近江八幡市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 省略
議第67号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 省略

◇　議員提出議案
会第11号 コメの適正な価格形成に関する対策措置を求める意見書の提出について 産業建設
会第15号 刑事訴訟法の再審規定の改正に向けた速やかな議論を求める意見書の提出について 省略
付託委員会欄の「決算」は決算特別委員会、「予算」は予算常任委員会、「総務」は総務常任委員会、「教育厚生」は教育厚生常任委員会、「産業建設」は
産業建設常任委員会です。

９月定例会のご案内　令和７年第３回（９月）市議会定例会は、次のような日程で予定しています。それ以外の日は、休会の予定です。

開会日 質問日 委員会 閉会日

８月29日（金） ９月９日（火）、10日（水）
     11日（木）

９月11日（木）、12日（金）、16日（火）、
      17日（水）、18日（木） ９月22日（月）

皆さまからの議会運営に関するご意見を、メールまたは文書にて、議会事務局までお寄せください。
〒523－8501　近江八幡市桜宮町236番地　Ｅメール：020200@city.omihachiman.lg.jp　ＦＡＸ  ：０７４８－３６－７１０１

令和７年第１回（４月）近江八幡市議会臨時会・令和７年第１回（４月）近江八幡市議会臨時会に提出された議案と議決結果
　賛否の分かれた議案

議案番号 件　　　　　　　　　　名

付 

託 

委 

員 

会

会派 創政会 政翔会 ① ② ③ ④ ⑤
議
決
結
果

間
宮
　
泰
樹

藤
村
　
健
造

三
上
　
英
夫

道
下
　
直
樹

南
　
　
祐
輔

大
川
　
恒
彦

岡
田
　
彦
士

小
西
は
げ
む

久
郷
定
彦

沖
　
　
茂
樹

辻
　
　
正
隆

小
川
　
広
司

松
村
　
　
務

青
木
　
勝
治

山
本
　
英
夫

中
塚
　
理
恵

山
本
　
妙
子

森
原
　
陽
子

玉
木
　
弘
子

竹
尾
　
耕
児

山
元
　
聡
子

　６月市議会定例会
◇　その他

議第58号 安土コミュニティエリア造成工事請負契約の
締結につき議決を求めることについて 産業建設 可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

◇　議員提出議案

会第12号 11万床の病床削減に反対し、医療体制を拡充
することを求める意見書の提出について 総務 否決 × × × × × 欠 × × × × × 〇 × × ― × × 〇 〇 〇 ×

会第13号 消費税５％への減税とインボイス廃止を求め
る意見書の提出について 総務 否決 × × × × × 欠 × × × × × 〇 × × ― × × 〇 〇 〇 ×

会第14号 パレスチナ自治区ガザ地区の人道危機に対し
即時停戦等を求める決議について 総務 否決 × × × × × 欠 × × × × × × × × ― × × 〇 〇 〇 ×

請願１号 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見
書を日本政府に提出することを求める請願 総務 採択 〇 〇 × × × 欠 × × 〇 × × 〇 〇 〇 ― × × 〇 〇 〇 〇

①：育政会　②：公明党　③：日本共産党　④：チームはちまん　⑤：凛成会
○…賛成　  ×…反対　　  欠…欠席　　  退…退席　  除…除斥　　― …議長は採決に加わっていません。※可否同数の場合は議長採決
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●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


